	6月定例教育委員会会議録

	開催年月日
	平成19年6月27日（水）

	開催時刻
	午後1時30分

	開催場所
	市役所別館　2階会議室

	出席委員
	委　員　長　　森　　　秀　輔　　　 委員長職務代理　　亀　山　亜左子

委　　　　員　　圓　川　雅　典　　　 委　　　　員　　髙　倉　良　子

教　育　長　　諌　山　康　雄

	出席参与
	教育次長　　今　井　健　二　　　 教育総務課長　　多　田　哲　祥

学校教育課長　　小　池　昭太郎       生涯学習課長　　後　藤　公　徳
体育保健課長　　諌　山　孝　司　　　 文化財保護課長　　梶　原　孝　史

人権同和教育室長　　江　田　隆　生       淡窓図書館長　　春　武　淑　子
博物館長　　中　島　正　利　　　 給食センター所長　　倉　嶋　清　司

	書　　　　記
	教育総務課総務企画係長　　諌　山　清　成

	附議案件
	教育長報告

議案第30号　日田市立文化財保存施設の設置及び管理に関する条例施行規則
の一部改正について
議案第31号　日田市民会館運営審議会委員の委嘱について
議案第32号　日田市社会教育委員の委嘱について
議案第33号　日田市公民館運営審議会委員の委嘱について
議案第34号　日田市立淡窓図書館協議会委員の任命について
協議事項　　 日田市所蔵美術品等保存委員会委員の推薦について
             第7回九州地区市町村教育委員研修大会の参加について
報告事項　　 報告第6号　 寄附採納報告（平成19年5月期分）
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	　開会の挨拶

　前定例会の会議録について意見を求める。

　（全委員　異議なし）

　署名を求める。

教育長報告　6月の第2回市議会定例会は、12名の議員から一般質問があり内6名の議員から教育に対する質問があった。詳しくは教育委員会関係答弁集に記載しているが、教育再生会議の授業時数10％増の提案についてどう考えるか、日田市のおける学校選択制についてどう思うか、学校裏サイトの問題について、スクールバスへの一般市民の乗車について、学校図書の充実について、自転車の乗り方、学校統廃合に伴う跡地利用について　などの多岐にわたる質問があった。
次に、教育関連3法の改正についてである。地方教育行政の組織及び運営に関する法律では、教育委員会の責任体制の明確化や体制の充実を図るための改正が、学校教育法では、学校の組織運営体制を確立するため、副校長等の新しい職を設置する等の改正が、教育職員免許法の改正では、教育職員の免許状の更新制の導入などが盛り込まれたものとなっている。教育関連3法の改正については、教育再生会議の提言を受け改正されたもので、タイトルは、「社会総ぐるみで教育再生を」となっているが、今回の改正は、金も人も出さずに手のつけやすい学校の組織の改正となっている。私としては、社会総ぐるみの提案を待ちたい。
　議案第30号「日田市立文化財保存施設の設置及び管理に関する条例施行規則の一部改正について」を提案し提案理由の説明を、担当課長に指示する。
　本案は、日田市立前津江郷土文化保存伝習施設の効率的な利用促進を図るため、休館及び開館時間を変更するものである。改正前においては、土曜日、日曜日及び祝日の休館日を開館することが出来ないという規定になっているので、今回、教育委員会が必要と認めるときは、開館することができると改めるものである。今回の改正により、土日に椿ケ鼻を訪れる観光客や地域の方々が、土日や休日に利用することができるようになるものである。
議案第30号「日田市立文化財保存施設の設置及び管理に関する条例施行規則の一部改正について」意見を求める。

　日田市立郷土資料館については、無人のようであるが、その管理運営はどのようになっているのか。
　詳細を把握していないので、後で確認して報告したい。

　来館者名簿があり、多くの来館者があるようで、先月は150名程度の来館者があったようである。

　前津江郷土文化保存伝習施設については、来館者がすくなく毎年200名程度で推移しているようである。
　先に質問のあった日田市立郷土資料館の管理運営については、岳林寺に無料でお願いしている。
　同様のことで、体育施設の年末年始の使用が出来ないかとの要望が帰省者からあるが、見直しは出来ないのか。

　市の施設については、原則として年末年始の使用は、出来ないこととなっている。体育施設を年末年始に開放すると他の施設への影響が大きく、開放については慎重に判断する必要があると考える。また、ほとんどの自治体が年末年始は開放していないと考える。
　平日を休館にしても、土日を開館するほうが利用者は、喜ぶと思うがどうか。

　施設の管理を委託している業者との関係、人件費の関係など協議しなければならない点があるが、体育施設については、ほとんどの施設が土日は開放しているところである。
議案第30号「日田市立文化財保存施設の設置及び管理に関する条例施行規則の一部改正について」他に意見がなければ、本議案は原案のとおり決することとする。

　（議案第30号　議決）

議案第31号「日田市民会館運営審議会委員の委嘱について」を提案し提案理由の説明を、担当課長に指示する。
本案は、委員の任期満了に伴い、日田市民会館の設置及び管理に関する条例施行規則第8条の規定に基づき、新委員を委嘱するもので、新任の委員が4名、再任の委員が2名の計6名で、任期は平成19年4月1日から日田市民文化会館の完成に伴い、日田市民会館が閉鎖される平成19年12月31日までの9ケ月間である。
議案第31号「日田市民会館運営審議会委員の委嘱について」意見を求める。

　運営審議会では、どのようなことを審議するのか。

　市民会館については、貸館が主な事業となるので、年間の利用状況の報告が主な審議内容となる。

日田市民文化会館ができた後は、この委員がそのまま移行するのか。

日田市民文化会館については、主管が企画文化部となるので、そのまま移行はしない。

議案第31号「日田市民会館運営審議会委員の委嘱について」他に意見がなければ、本議案は原案のとおり決することとする。

　（議案第31号　議決）
議案第32号「日田市社会教育委員の委嘱について」を提案し提案理由の説明を、担当課長に指示する。
本案は、委員の任期満了に伴い、日田市社会教育委員条例第3条第1項の規定に基づき、新委員を委嘱するもので、任期は平成19年4月1日から平成21年3月31日までの2年間である。なお、今回の2名については、推薦団体である連合育友会の都合により推薦が遅れていたので、今回提案するものである。
議案第32号「日田市社会教育委員の委嘱について」意見を求める。

議案第32号「日田市社会教育委員の委嘱について」意見がなければ、本議案は原案のとおり決することとする。

　（議案第32号　議決）

　議案第33号「日田市公民館運営審議会委員の委嘱について」を提案し提案理由の説明を、担当課長に指示する。
本案は、委員の任期満了に伴い、日田市公民館の設置及び管理に関する条例第15条第2項の規定に基づき、新委員を委嘱するもので、任期は平成19年4月1日から平成21年3月31日までの2年間である。なお、今回の委員については、推薦団体である連合育友会の都合により推薦が遅れていたので、今回提案するものである。
議案第33号「日田市公民館運営審議会委員の委嘱について」意見を求める。

ワトソン・ロバート氏は連合育友会の会長なのか。

そのとおりである。

議案第33号「日田市公民館運営審議会委員の委嘱について」他に意見がなければ、本議案は原案のとおり決することとする。

　（議案第33号　議決）

議案第34号「日田市立淡窓図書館協議会委員の任命について」を提案し提案理由の説明を、担当課長に指示する。
本案は、役職の異動により委員に欠員が生じたので、日田市立淡窓図書館条例第4条の規定に基づき、後任の委員を任命するもので、任期は平成19年7月1日から平成20年3月31日までの9ケ月間である。いずれの委員も新任である。
議案第34号「日田市立淡窓図書館協議会委員の任命について」意見を求める。

淡窓図書館協議会の委員については、どのようなことをするのか。
図書館の利用状況の報告や図書館の運営について意見を頂いている。

議案第34号「日田市立淡窓図書館協議会委員の任命について」他に意見がなければ、本議案は原案のとおり決することとする。

　（議案第34号　議決）

協議事項の説明を教育総務課長に指示する。

日田市所蔵美術品等保存委員会委員の推薦について説明する。
森委員長を推薦することを決定する。
第7回九州地区市町村教育委員研修大会の参加について説明する。
8月30日（木）の研修大会に全員で参加することを決定する。
報告第6号「寄附採納報告（平成19年5月期分）」の報告を指示する。

　
5月期分の寄附採納状況について報告する。

　各課報告を指示する。

・企画展「新聞に見る博物館47年のあゆみ」について報告する。

　　日　時　　平成19年7月21日（土）～9月8日（土）
　場　所　　日田市立博物館　2階学習室
・教育懇談会について

　9月議会終了後より開始することを報告する。

・次回の定例教育委員会会議の日程について

日　時　　平成19年7月24日（火）　午後1時30分～

　　場　所　　市役所別館　2階会議室
　6月18日の読売新聞に掲載されていた「親の理不尽」について、教育週間に幾つかの学校を訪問した時、校長に尋ねたところ、日田市の学校でも親の理不尽な要求があるとのことである。実態を教えてほしい。
　

　学校を通してあるいは教育委員会に直接の要求など日田市でも、親の理不尽な要求はある。最近の極端な例としては、滞納した給食費を学校に持参した親が、お茶も出さないのかと授業中の廊下を大きな声で「校長を出せ」と叫んで回った例がある。最近特に多いのが、生徒が何かを非行を犯した場合の生徒指導を子どもの非行は棚に上げて、指導に当たった教諭の言動を非難する行為が非常に多い。そのため、指導に当たっては必ず複数で当たるようにしている。
　また、観光祭の鼓笛パレードの楽器の選定に対する不満も非常に多いのが現実である。もう一つ極端な例では、暴力団関係者の子どもが、家の子どもが学校でイジメられると困るというので、若い者を子どもの横に付けたいという申出があり、断ると、なぜ出来ないかと執拗に言われたこともある。
　教育委員会と学校が共同して対応していきたいと考えている。
　新聞に社会保険庁職員の覚書の件が記載されていたが、校長と教職員組合の間でも同様のものがあると何年か前に聞いたことがあるが、内容はどういうものか。

　現在では、交渉内容と話し合いの内容を区別して交渉しており、年次有給休暇の取得などは、話し合い項目として処理し、服務規律などについては教職員組合と十分協議するなどとして確認書を取り交わしている。ですから、社会保険庁のように細かいことについては、確認書は取り交わしていない。
以前なら問題にならないような事が、問題になるが、対処の方法の指導はどの様にしているのか。

校長を含め、皆で知恵を出し合い、組織的な対応をするよう指導している。
理不尽な要求に対しては、毅然とした態度をとり、出来ないことは出来ない、努力しなければならないところとは努力するというふうに、明確な対応をとるよう指導している。
圓川委員が言うのは、こういった問題に各学校で対応するのは、時間がもったいないということでの提案なので、クレームを想定しての対応を取る必要があると考えるがどうか。

　児童・生徒・保護者に関わる事件については、すべて教育委員会に報告するようになっているので、事件の内容によっては早い時点で、教育委員会が入って問題の早期解決を図りたいと考えている。
　委員会の終了を告げる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員会終了時刻　午後3時00分
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